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沼田町地域密着多機能型総合センター 第1期工事  

地域医療の拠点  診療所が完成！ 

 2/14に完了した第１期工事（診療所側）。現在、医療機器の搬入設置作業や別途工事等を行っておりますが、

３月中に完了したあとに内覧会（４月予定）を開催し、町民の皆様に見ていただく予定としております。 

 急ピッチで行われていた地域密着多機能型総

合センターの第１期工事（診療所側：859.51㎡）

が、２月１４日に完了しました。 

 建設工事現場は、第２期工事側を除いてシー

トが取り外され、薄い若草色の壁とゆったりとし

た曲線を描いた外観が姿を現しています。 

 特に、大きな家型の窓とハイサイドライト（高

窓）が印象的で、診療所内に入るとたくさんの採

光により明るい室内となっています。 

 現在、医療機器の設置作業や別途工事を行っ

ておりますが、これらの作業や残工事・手直し等

が３月中に完了しましたら、町民の皆様にお披

露目したいと考えています。 

 なお、予定では雪解けが終わった５月から外

構工事を始め、７月３日（月）に新しい「町立沼田

厚生クリニック」として移転オープンする予定とし

ています。 

 センター玄関を入ってそのまま直進すると、落ち着いたタイル仕様の

「なかみち」に導かれます。ベンチを配した休憩コーナーがあり、カーペッ

ト仕様のホールには、家型窓やハイサイドライト（高窓）から明るい陽が

差し込みます。天井は道産木材がたくさん使われ、ペンダントライトや間

接照明でやさしいぬくもりを演出しており、建築家 古谷氏の意匠がふん

だんに盛り込まれています。 
 裏面あります （施設名称決定 ・ あんしんセミナー開催） 

オープンは 

７月3日予定  

 センター玄関から右側に入ると診療所で、すぐに「総合受付カウンター」と「待合」

があります。コンパクトな作りではありますが、患者動線に配慮したスペースを確

保しています。また、待合エリアにすべての診療室（内科・外科・皮膚科）と処置室

（注射・採血・点滴ベッドなど）が集中しておりますので、患者の移動距離も短くわ

かりやすい配置となっています。 

 こちらも家型窓から明るい陽ざしが入り、天井や壁ボード、手摺りなどに道産材

を使うことであたたか味のある柔らかい雰囲気の診療所に仕上がっています。 

第１期工事 

第２期工事 

町民に一般公開！  

皆さんに見学していただきます！ 

４月中予定 

 本紙でお知らせのとおり、第１期本体工事（診療所側）が２

月１４日に完了しました。現在、Ｘ線機器等の据付作業や別

途工事を行っており、これらの作業や残工事・手直し等が３

月中に終わりましたら、「内覧会」を開催させていただく予定

です。それまで、もうしばらくお待ちください。あらためて、町

民の皆様に周知いたします！ 

移転オープン ７月３日予定 

診療所の名称は、引き続き・・・ 

←診療室や検査室、事務

室など、すべて一般公開

いたします↓ 

←「なかみち」の休憩コーナー 

ピンクの壁紙が目を引きます。 



愛称・名称の決定理由 
  

■旧中学校跡地（エリア）の愛称 
 当初から、旧中学校跡地の整備については、「コン

パクトエコタウン構想」の中で計画されてきたところで

すが、今まで町民皆様に参加いただきながら開催し

た「これから塾」や「つながる塾」において、「歩いて暮

らせるまち」というキーワードがたくさん出ており、これ

らをコンセプトに設計され、建設工事も進められてき

たところです。 

 このことから、「歩いて暮らす＝あるくらす」という造

語を、エリア名称（愛称）として付けさせていただきま

した。町民がコンパクトな市街地を歩いて暮せるとい

うイメージ、そしてこのエリアに町民（多世代）が自然

と集まってくるような、そんな願いを込めたメッセージ

が「あるくらす」には含まれています。 
   

■センターの名称（愛称は募集しません） 
 また現在、第１期工事が終わった「地域密着多機能

型センター」という施設名称についても、エリア名称

「あるくらす」とつながりを持たせる形で、「暮らし（医

療・介護・福祉・健康・子育て等）」と「安心」というキー

ワードを組み合わせ、町民に親しみをもっていただけ

るよう「暮らしの安心センター」という誠実でわかりや

すい名称にいたしました。これは、すでに「あんしんセ

ンター」として定着している部分も考慮しております。

なお、センターの「愛称」は募集しないこととしており

ます（愛称が多くなり混乱してしまうため）。 
   

■町民投票を行わないことについて 
 当初は、町が作成した原案に対して、町民投票によ

り名称を決定しようと考えておりましたが、今までに町

民の皆様からいただいた意見を大切にし、そこから

生まれたキーワードによって名称を付けることが望ま

しいと判断させていただきました。 

 そのキーワードを組み合わせて名称案を考えた時、

類似した案が多くなってしまうことから、有識者等にも

意見を聴いた中で「コンセプトがぶれない１点」に絞り、

このような考え方で決定させていただきましたこと、何

卒ご理解願います。 

 なお、「暮らしの安心センター」の中には３つの機能

を有しておりますが、「１．町立沼田厚生クリニック（医

療）」、「２．沼田あんしんセンター（介護相談・健康・

福祉・子育て）」、「３．沼田町デイサービスセンター

（通所介護）」として設置し、町民皆様に愛される施設

として運営してまいりたいと考えております。 

（いずれの名称も、３月定例会において設置条例案

を提出いたします） 

旧中学校跡地（エリア）の愛称 

センター全体の名称 

「沼田町暮らしの安心センター」  

第1期工事完成記念 地域あんしんセミナーが開催されました！ 

国道275号 

市内１東 

旭町 

旧沼田中学校舎 

「あるくらす」  

「町立沼田厚生クリニック」（第1期） 完了 

「沼田あんしんセンター」（第2期） 建設中 

「沼田町デイサービスセンター」（第2期） 建設中 

センター内の３つの機能 

今まで町民皆様からいただいた意見を「キーワード」に決定しました。 

センターには愛称をつけず、町民投票も行いません。 

「家族で治そう、認知症」 

 第１期工事が２月１４日に完了したことを記念し、

今一度「自身の健康づくり」を考える機運を高める

ため、沼田町地域あんしんセミナー「家族で治そう、

認知症」が２月１８日（土）に開催されました。 

 近年、認知症ケアに関する意識が高いこともあ

り、町民１１８名の方に参加いただき、会場のすこ

やかホールも満員となりました。 

 講師は、認知症ケアの第一人者である国際医

療福祉大学大学院の竹内孝仁氏に、「実践！認

知症は治る」と題して講演いただき、自宅や施設

でできる認知症予防や治療について、事例を交え

ながらお話しくださいました。 

 竹内先生は、特に「運動」、「栄養」、「水分」、「便

秘の改善」によって認知症の症状も改善するとい

う独自の理論を展開され、参加者も真剣なまなざ

しで学習をしていました。 

 講演会のあと、住民ワークショップを開催し、参

加者は６グループに分かれ、日頃の認知症に対

する悩みや不安などを話し合っていただき、疑問

などについて竹内先生にアドバイスを受けました。 

 約３時間にわたるセミナーにもかかわらず、参加

者は最後まで真剣に学習されていたことは、今後

の在宅介護の推進や新しいデイサービスセンター

などのニーズに大きく 関わってくることだと強く感

じたセミナーでした。 

 ぜひ、竹内先生からいただいたアドバイスや

ワークショップで得た情報、知識、技術などを自宅

などで実践していただき、老後も生き生きと安心し

て暮らせるよう、学習したことを生かしていただき

たいと思います。ご参加ありがとうございました。 

参加者１１８名 

（ロゴデザイン作成中） 

参加者118名が集まったあんしんセミナー（2月18日） 

一般町民がほとんどで、施設介護職員などにも参加いただきました。 

持論を展開しながら参加者にアドバイスする竹内先生 

認知症ケアの第一人者です。 

←住民ワークショッ

プで竹内先生が各

グループに入り、

疑問や悩み・不安

に答えていただき

ました↓ 

グル－プ発表でも竹内先生に対する質問が・・・。 

参加者の意識がとても高いセミナーでした。 

敷地エリアとセンターの名称が決定！ 

（愛称は募集しません） 


